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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目標機器に接触した対象を検出するステップと、
　前記対象と前記目標機器とはお互いに独立した他の所定の機器との接触パラメータのう
ちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断するステ
ップと、
　前記接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満た
すとき、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとして特定するステップと、
　前記対象が目標ユーザである場合、目標ユーザの脳波情報を取得するステップと、
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するステップと、を含むことを特徴とする放送
制御方法。
【請求項２】
　前記対象と前記目標機器との接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対
応する所定の条件を満たすかどうかを判断するステップは、
　前記接触パラメータが形状を含む場合、内蔵された面積センサにより前記対象の形状を
取得し、前記形状が所定の形状にマッチするとき、検出された形状が対応する所定の条件
を満たすと判定するステップと、
　前記接触パラメータが温度を含む場合、内蔵された温度センサにより前記対象の温度を
取得し、前記温度が所定の温度情報にマッチするとき、検出された温度が対応する所定の
条件を満たすと判定するステップと、
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　前記接触パラメータが圧力および面積を含む場合、内蔵された面積センサおよび圧力セ
ンサにより前記対象の面積および圧力をそれぞれ取得し、前記圧力と前記面積の比が所定
の密度にマッチするとき、検出された圧力および面積が対応する所定の条件を満たすと判
定するステップと、を含むことを特徴とする請求項１に記載の放送制御方法。
【請求項３】
　前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するステップを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の放送制御方法。
【請求項４】
　内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するステップは、
　前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定するステップと、
　前記接触位置に最も近い脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するステッ
プと、を含むことを特徴とする請求項３に記載の放送制御方法。
【請求項５】
　前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を受信するステップを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の放送制御方法。
【請求項６】
　前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するステップと、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特
定するステップと、を含むことを特徴とする請求項１に記載の放送制御方法。
【請求項７】
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特
定するステップは、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を所定の第１の関係表から検索するス
テップを含み、
　前記所定の第１の関係表には、異なる脳波パラメータと脳波の種類との対応関係が記録
されていることを特徴とする請求項６に記載の放送制御方法。
【請求項８】
　前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するステップと、
　前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１つの生理パラメータを取
得するステップと、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定するステップと、を含むことを特徴とする請求項１に記
載の放送制御方法。
【請求項９】
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定するステップは、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を所定
の第２の関係表から検索するステップを含み、
　前記所定の第２の関係表には、異なる脳波パラメータ、生理パラメータおよび脳波の種
類の対応関係が記録されていることを特徴とする請求項８に記載の放送制御方法。
【請求項１０】
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するステップは、
　前記脳波情報がβ波あるいはα波の種類識別子である場合、所定のデータに対する放送
を継続するステップと、
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　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送を停止す
るステップと、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報を出力するステッ
プと、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下げるステップと、
を含むことを特徴とする請求項１乃至９のうちのいずれか一項に記載の放送制御方法。
【請求項１１】
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するステップは、
　前記脳波情報に対応する制御指令を生成するステップと、
　関連する放送機器が前記脳波情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、
前記制御指令を前記放送機器へ送信するステップと、を含み、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は、所定のデータに対する
放送を停止するために用いられ、又は
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報
を出力するために用いられ、又は
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下
げるために用いられることを特徴とする請求項１乃至１０のうちのいずれか一項に記載の
放送制御方法。
【請求項１２】
　目標機器に接触した対象を検出するように構成される検出手段と、
　前記対象と前記目標機器とはお互いに独立した他の所定の機器との接触パラメータのう
ちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断するよう
に構成される判断手段と、
　前記接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満た
すとき、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとして特定するように構成される
目標ユーザ特定手段と、
　前記対象が目標ユーザである場合、目標ユーザの脳波情報を取得するように構成される
取得手段と、
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するように構成される制御手段と、を備えるこ
とを特徴とする放送制御装置。
【請求項１３】
　前記判断手段は、
　前記接触パラメータが形状を含む場合、内蔵された面積センサにより前記対象の形状を
取得するように構成される第１の検出サブ手段と、
　前記形状が所定の形状にマッチするとき、検出された形状が対応する所定の条件を満た
すと判定するように構成される第１の判定サブ手段と、
　前記接触パラメータが温度を含む場合、内蔵された温度センサにより前記対象の温度を
取得するように構成される第２の検出サブ手段と、
　前記温度が所定の温度情報にマッチするとき、検出された温度が対応する所定の条件を
満たすと判定するように構成される第２の判定サブ手段と、
　前記接触パラメータが圧力および面積を含む場合、内蔵された面積センサおよび圧力セ
ンサにより前記対象の面積および圧力をそれぞれ取得するように構成される第３の検出サ
ブ手段と、
　前記圧力と前記面積の比が所定の密度にマッチするとき、検出された圧力および面積が
対応する所定の条件を満たすと判定するように構成される第３の判定サブ手段と、を備え
ることを特徴とする請求項１２に記載の放送制御装置。
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【請求項１４】
　前記取得サブ手段は、
　内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するように構成される第
２の取得サブ手段を備えることを特徴とする請求項１２に記載の放送制御装置。
【請求項１５】
　前記第２の取得サブ手段は、
　前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定するように構成される位置特定手段
と、
　前記接触位置に最も近い脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するように
構成される第３の取得サブ手段と、を備えることを特徴とする請求項１４に記載の放送制
御装置。
【請求項１６】
　前記取得手段は、
　脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を受信するように構成される情
報受信手段を備えることを特徴とする請求項１２に記載の放送制御装置。
【請求項１７】
　前記取得手段は、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するように構成される第１のパラメータサブ手段と、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特
定するように構成される第１の特定サブ手段と、を備えることを特徴とする請求項１２に
記載の放送制御装置。
【請求項１８】
　前記第１の特定サブ手段は、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を所定の第１の関係表から検索するよ
うに構成される第１の検索サブ手段を備え、
　前記所定の第１の関係表には、異なる脳波パラメータと脳波の種類との対応関係が記録
されていることを特徴とする請求項１７に記載の放送制御装置。
【請求項１９】
　前記取得手段は、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するように構成される第２のパラメータサブ手段と、
　前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１つの生理パラメータを取
得するように構成される第３のパラメータサブ手段と、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定するように構成される第２の特定サブ手段と、を備える
ことを特徴とする請求項１２に記載の放送制御装置。
【請求項２０】
　前記第２の特定サブ手段は、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を所定
の第２の関係表から検索するように構成される第２の検索サブ手段を備え、
　前記所定の第２の関係表には、異なる脳波パラメータ、生理パラメータおよび脳波の種
類の対応関係が記録されていることを特徴とする請求項１９に記載の放送制御装置。
【請求項２１】
　前記制御手段は、
　前記脳波情報がβ波あるいはα波の種類識別子である場合、所定のデータに対する放送
を継続するように構成される放送継続サブ手段と、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送を停止す
るように構成される放送停止サブ手段と、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
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種類識別子である場合、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報を出力するように
構成されるプロンプト出力サブ手段と、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下げるように構成さ
れるボリュームダウンサブ手段と、を備えることを特徴とする請求項１２乃至２０のうち
のいずれか一項に記載の放送制御装置。
【請求項２２】
　前記制御手段は、
　前記脳波情報に対応する制御指令を生成するように構成される指令生成サブ手段と、
　関連する放送機器が前記脳波情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、
前記制御指令を前記放送機器へ送信するように構成される指令送信サブ手段と、を備え、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は、所定のデータに対する
放送を停止するために用いられ、又は
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報
を出力するために用いられ、又は
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下
げるために用いられることを特徴とする請求項１２乃至２０のうちのいずれか一項に記載
の放送制御装置。
【請求項２３】
　プロセッサと、プロセッサの実行可能な指令を記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　目標機器に接触した対象を検出し、
　前記対象と前記目標機器とはお互いに独立した他の所定の機器との接触パラメータのう
ちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断し、
　前記接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満た
すとき、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとして特定し、
　前記対象が目標ユーザである場合、目標ユーザの脳波情報を取得し、
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するように構成されることを特徴とする端末。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術分野に関し、特に放送制御方法、装置および端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子科学技術およびインターネット技術の急速な発展につれて、コンピュータ、タブレ
ットＰＣ、テレビ受像機、携帯電話、ウォークマン（登録商標）、手持ちリーダ等の放送
機器が人々の生活での応用は、普及しつつある。テレビ受像機を例にすると、テレビ受像
機がテレビ番組を放送する際、関連技術では、ユーザがトリガ操作を実行することによっ
てトリガされた制御指令を受信した場合に限って、テレビ受像機は、テレビ番組の切り替
え、一時停止、ボリュームダウン等の制御応答を対応的に実行する。一方、ユーザがトリ
ガ操作を実行しない場合、テレビ受像機等の放送機器がユーザの要望に応じて有効な放送
応答を行うことが困難となるため、ユーザ体験が悪く、放送機器の知能化レベルが低い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、ユーザがトリガ操作を実行しない場合、テレビ受像機等の放送機器がユーザ
の要望に応じて有効な放送応答を行うことが困難となるという関連技術の問題を解決する
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ために、放送制御方法、装置および端末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施例の第１の態様によれば、放送機器の制御方法を提供する。前記方法は、
　目標ユーザの脳波情報を取得するステップと、
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するステップと、を含む。
【０００５】
　好ましくは、前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　目標機器に接触した対象が目標ユーザであるかどうかを検出するステップと、
　前記対象が前記目標ユーザであるとき、前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップ
と、を含む。
【０００６】
　好ましくは、前記目標機器に接触した対象が目標ユーザであるかどうかを検出するステ
ップは、
　前記対象と前記目標機器との接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対
応する所定の条件を満たすかどうかを判断するステップと、
　前記接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満た
すとき、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとして特定するステップと、を含
む。
【０００７】
　好ましくは、前記対象と前記目標機器との接触パラメータのうちの少なくとも１つのパ
ラメータが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断するステップは、
　前記接触パラメータが形状を含む場合、内蔵された面積センサにより前記対象の形状を
取得し、前記形状が所定の形状にマッチするとき、検出された形状が対応する所定の条件
を満たすと判定するステップと、
　前記接触パラメータが温度を含む場合、内蔵された温度センサにより前記対象の温度を
取得し、前記温度が所定の温度情報にマッチするとき、検出された温度が対応する所定の
条件を満たすと判定するステップと、
　前記接触パラメータが圧力および面積を含む場合、内蔵された面積センサおよび圧力セ
ンサにより前記対象の面積および圧力をそれぞれ取得し、前記圧力と前記面積の比が所定
の密度にマッチするとき、検出された圧力および面積が対応する所定の条件を満たすと判
定するステップと、を含む。
【０００８】
　好ましくは、前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するステップを含む。
【０００９】
　好ましくは、内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するステッ
プは、
　前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定するステップと、
　前記接触位置に最も近い脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するステッ
プと、を含む。
【００１０】
　好ましくは、前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を受信するステップを含む。
【００１１】
　好ましくは、前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するステップと、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特
定するステップと、を含む。
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【００１２】
　好ましくは、取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波
情報として特定するステップは、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を所定の第１の関係表から検索するス
テップを含み、前記所定の第１の関係表には、異なる脳波パラメータと脳波の種類との対
応関係が記録されている。
【００１３】
　好ましくは、前記目標ユーザの脳波情報を取得するステップは、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するステップと、
　前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１つの生理パラメータを取
得するステップと、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定するステップと、を含む。
【００１４】
　好ましくは、取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波
の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特定するステップは、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を所定
の第２の関係表から検索するステップを含み、前記所定の第２の関係表には、異なる脳波
パラメータ、生理パラメータおよび脳波の種類の対応関係が記録されている。
【００１５】
　好ましくは、前記脳波情報に対応する放送制御を実行するステップは、
　前記脳波情報がβ波あるいはα波の種類識別子である場合、所定のデータに対する放送
を継続するステップと、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送を停止す
るステップと、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報を出力するステッ
プと、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下げるステップと、
を含む。
【００１６】
　好ましくは、前記脳波情報に対応する放送制御を実行するステップは、
　前記脳波情報に対応する制御指令を生成するステップと、
　関連する放送機器が前記脳波情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、
前記制御指令を前記放送機器へ送信するステップと、を含み、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対
する放送を停止するために用いられ、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報
を出力するために用いられ、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下
げるために用いられる。
【００１７】
　本発明の実施例の第２の態様によれば、放送制御装置を提供する。前記装置は、
　目標ユーザの脳波情報を取得するように構成される取得手段と、
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するように構成される制御手段と、を備える。
【００１８】
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　好ましくは、前記取得手段は、
　目標機器に接触した対象が目標ユーザであるかどうかを検出するように構成される検出
手段と、
　前記対象が前記目標ユーザであるとき、前記目標ユーザの脳波情報を取得するように構
成される第１の取得サブ手段と、を備える。
【００１９】
　好ましくは、前記検出手段は、
　前記対象と前記目標機器との接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対
応する所定の条件を満たすかどうかを判断するように構成される判断手段と、
　前記接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満た
すとき、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとして特定するように構成される
目標ユーザ特定手段と、を備える。
【００２０】
　好ましくは、前記判断手段は、
　前記接触パラメータが形状を含む場合、内蔵された面積センサにより前記対象の形状を
取得するように構成される第１の検出サブ手段と、
　前記形状が所定の形状にマッチするとき、検出された形状が対応する所定の条件を満た
すと判定するように構成される第１の判定サブ手段と、
　前記接触パラメータが温度を含む場合、内蔵された温度センサにより前記対象の温度を
取得するように構成される第２の検出サブ手段と、
　前記温度が所定の温度情報にマッチするとき、検出された温度が対応する所定の条件を
満たすと判定するように構成される第２の判定サブ手段と、
　前記接触パラメータが圧力および面積を含む場合、内蔵された面積センサおよび圧力セ
ンサにより前記対象の面積および圧力をそれぞれ取得するように構成される第３の検出サ
ブ手段と、
　前記圧力と前記面積の比が所定の密度にマッチするとき、検出された圧力および面積が
対応する所定の条件を満たすと判定するように構成される第３の判定サブ手段と、を備え
る。
【００２１】
　好ましくは、前記第１の取得サブ手段は、
　内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するように構成される第
２の取得サブ手段を備える。
【００２２】
　好ましくは、前記第２の取得サブ手段は、
　前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定するように構成される位置特定手段
と、
　前記接触位置に最も近い脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出するように
構成される第３の取得サブ手段と、を備える。
【００２３】
　好ましくは、前記取得手段は、
　脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を受信するように構成される情
報受信手段を備える。
【００２４】
　好ましくは、前記取得手段は、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するように構成される第１のパラメータサブ手段と、
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特
定するように構成される第１の特定サブ手段と、を備える。
【００２５】
　好ましくは、前記第１の特定サブ手段は、
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　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を所定の第１の関係表から検索するよ
うに構成される第１の検索サブ手段を備え、前記所定の第１の関係表には、異なる脳波パ
ラメータと脳波の種類との対応関係が記録されている。
【００２６】
　好ましくは、前記取得手段は、
　前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得するように構成される第２のパラメータサブ手段と、
　前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１つの生理パラメータを取
得するように構成される第３のパラメータサブ手段と、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定するように構成される第２の特定サブ手段と、を備える
。
【００２７】
　好ましくは、前記第２の特定サブ手段は、
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を所定
の第２の関係表から検索するように構成される第２の検索サブ手段を備え、前記所定の第
２の関係表には、異なる脳波パラメータ、生理パラメータおよび脳波の種類の対応関係が
記録されている。
【００２８】
　好ましくは、前記制御手段は、
　前記脳波情報がβ波あるいはα波の種類識別子である場合、所定のデータに対する放送
を継続するように構成される放送継続サブ手段と、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送を停止す
るように構成される放送停止サブ手段と、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報を出力するように
構成されるプロンプト出力サブ手段と、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下げるように構成さ
れるボリュームダウンサブ手段と、を備える。
【００２９】
　好ましくは、前記制御手段は、
　前記脳波情報に対応する制御指令を生成するように構成される指令生成サブ手段と、
　関連する放送機器が前記脳波情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、
前記制御指令を前記放送機器へ送信するように構成される指令送信サブ手段と、を備え、
　前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対
する放送を停止するために用いられ、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報
を出力するために用いられ、
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下
げるために用いられる。
【００３０】
　本発明の実施例の第３の態様によれば、端末を提供する。当該端末は、プロセッサと、
プロセッサの実行可能な指令を記憶するためのメモリと、を備え、前記プロセッサは、
　目標ユーザの脳波情報を取得し、
　前記脳波情報に対応する放送制御を実行するように構成される。
【発明の効果】
【００３１】
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　本発明の実施例に供される技術案は、以下の格別な作用効果を奏することができる。
【００３２】
　本発明では、目標ユーザの脳波情報を取得し、さらに前記脳波情報に対応する放送制御
を実行することで、脳波情報により前記目標ユーザの状態を反映可能であり、ユーザがト
リガ操作を実行することを必要とせずに、脳波情報によりユーザの要望に応じて有効な制
御を行うことができるため、ユーザ体験のレベルおよび放送機器の知能化レベルが向上す
る。
【００３３】
　本発明では、目標機器に接触した対象が目標ユーザであると検出された後で、前記目標
ユーザの脳波情報を取得することで、無効対象の情報の取得が回避されるため、放送制御
効率が向上する。
【００３４】
　本発明では、前記目標機器に接触した対象と前記目標機器間の接触パラメータを判断す
ることで、前記対象を前記目標ユーザとして快速に特定できるため、放送制御効率が向上
する。
【００３５】
　本発明では、内蔵された面積センサ、圧力センサあるいは温度センサを介して前記目標
機器に接触した対象を前記目標ユーザとしてより正確で快速に特定できるため、放送制御
効率が向上する。
【００３６】
　本発明では、内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出することで
、前記目標ユーザの脳波情報を快速で正確に取得できるため、放送制御の正確性および有
効性が向上する。
【００３７】
　本発明では、前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定した後で、前記接触位
置に最も近い脳波センサを介して、より正確な脳波情報を検出できるため、放送制御の正
確性および有効性がさらに向上する。
【００３８】
　本発明では、脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を端末で受信する
ことで、端末が前記目標ユーザの脳波情報を直接検出することを必要とせずに、異なる目
標ユーザの脳波情報を端末で受信できるため、異なる目標ユーザに対する放送制御を端末
で実施できる。
【００３９】
　本発明では、脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメータ
を取得し、前記脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として
特定することで、目標ユーザの脳波情報を快速で正確に識別でき、さらに放送制御効率が
向上する。
【００４０】
　本発明では、脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメータ
を取得し、さらに前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１つの生理
パラメータを取得し、最終的に前記脳波パラメータと前記生理パラメータとに対応する脳
波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特定することで、目標ユーザの脳波情報をよ
り快速で正確に識別でき、放送制御効率が向上する。
【００４１】
　本発明では、異なる種類の脳波について異なる放送制御を実行するため、放送制御の柔
軟性が向上する。
【００４２】
　本発明では、前記脳波情報に対応する制御指令を生成し、関連する放送機器が前記脳波
情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、前記制御指令を前記放送機器へ
送信することで、異なる放送機器に対して放送制御を行うことができる。
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【００４３】
　以上の一般的な記述および後述する詳細な説明は、例示的なものであり、本発明を制限
するためのものでないことは、理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
　ここでの図面は、明細書を構成する一部として見なされ、本発明に適した実施例を示し
、かつ、明細書の文字記載とともに本発明の仕組みを解釈するために用いられる。
【図１】本発明の一実施例による放送制御方法を示すフローチャートである。
【図２】本発明の一実施例による別の放送制御方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明の一実施例による別の放送制御方法を示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施例による放送制御の応用場面の模式図。
【図５】本発明の一実施例による放送制御の応用場面の模式図。
【図６】本発明の一実施例による放送制御装置を示すブロック図である。
【図７】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図８】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図９】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１０】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１１】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１２】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１３】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１４】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１５】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１６】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１７】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１８】本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック図である。
【図１９】本発明の一実施例による放送制御装置のための構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　次に、実施例を詳細に説明し、例示が図に示されている。以下の記述が図に係る場合、
別途にて示さない限り、異なる図面における同じ符号は、同じまたは類似する要素を示す
。以下の実施例に記述される実施形態は、本発明と一致する全ての実施形態を代表すると
は限らない。逆に、それらは、添付の特許請求の範囲に記載されているように、本発明の
一部の態様と一致する装置および方法の例に過ぎない。
【００４６】
　本発明に記載の用語は、特定の実施例を説明する目的で使用されるものに過ぎず、本発
明を限定するものではない。本発明及び添付する特許請求の範囲に記載の単数形式の「１
種類」、「前記」及び「当該」は、前後の文章においてそれぞれ他の意味を含有すると明
確に記載される以外には、複数の形式も含む。なお、本発明に記載の「及び／又は」は、
挙げられる事項の1つ又は複数の何れ又は全ての組み合わせを意味する。
【００４７】
　また、本発明は、第１、第２、第３等の用語を使って各種の情報を説明するが、それら
の情報は上記用語に限定されない。それらの用語は、同一種類の情報同士を区分するため
のものに過ぎない。例えば、本発明の範囲から逸脱しない状況で、第１の情報を第２の情
報と称しても良い。同じように、第２の情報を第１の情報と称してもよい。ここで使って
いる用語「……場合」は、文脈の意味によって、「……とき」またはは「……と」又は「
確定に応じる」に解釈されてもよい。
【００４８】
　図１に示すように、図１は、一実施例による放送制御方法を示すフローチャートである
。当該方法は、端末に適用可能であり、以下のステップ１０１～１０２を含む。
【００４９】
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　ステップ１０１では、目標ユーザの脳波情報を取得する。
【００５０】
　ステップ１０２では、前記脳波情報に対応する放送制御を実行する。
【００５１】
　本発明の実施例では、目標ユーザの脳波情報を取得し、さらに前記脳波情報に対応する
放送制御を実行することで、脳波情報により前記目標ユーザの状態を反映可能であり、ユ
ーザがトリガ操作を実行することを必要とせずに、脳波情報によりユーザの要望に応じて
有効な制御を行うことができるため、ユーザ体験のレベルおよび放送機器の知能化レベル
が向上する。
【００５２】
　本発明の実施例は、文字、図形、画像、オーディオ、ビデオ、動画等の情報のうちの少
なくとも１つの情報を放送するための放送機器によって実行され、前記放送機器は、コン
ピュータ、タブレットＰＣ、テレビ受像機、携帯電話、ウォークマン（登録商標）、手持
ちリーダ等の類似機器である。本発明の実施例は、さらに、前記放送機器を放送制御する
ための制御機器によって実行されてもよい。前記放送機器は、放送制御機能を有してもよ
いし、同時に放送制御機能および脳波情報検出機能を有してもよい。前記制御機器は、脳
波情報検出機能を有してもよい。
【００５３】
　ただし、ステップ１０１について、前記脳波情報には、脳波の周波数、振幅、波形等の
特徴パラメータのうちの少なくとも１つの脳波パラメータが含まれてもよいし、周波数、
振幅、波形等の脳波パラメータに基づいて分割された各種類の脳波の種類識別子が含まれ
てもよい。前記目標ユーザは、前記放送機器、前記制御機器あるいは脳波検出機器に接触
した人であってもよいし、前記放送機器、前記制御機器あるいは前記脳波検出機器との距
離が所定の距離である人であってもよい。他の好適な方式では、前記目標ユーザは、放送
機器、制御機器あるいは脳波採集機器に接触した、脳波を有する他の対象であってもよい
し、放送機器、制御機器あるいは脳波採集機器との距離が所定の距離である、脳波を有す
る他の対象であってもよい。
【００５４】
　本発明の実施例では、前記目標ユーザの脳波情報を取得する方式は、内蔵された脳波セ
ンサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出することを含んでもよい。前記脳波センサは
、本発明の実施例の実行機器に内蔵されてもよい。検出された脳波情報は、直接脳波の周
波数、振幅、波形等の脳波パラメータであってもよいし、周波数、振幅、波形等の脳波パ
ラメータに基づいて分割された各種類の脳波の種類識別子であってもよい。
【００５５】
　本発明の実施例では、前記目標ユーザの脳波情報を取得する方式は、さらに、脳波検出
機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を受信することを含んでもよい。前記脳波
検出機器と本発明の実施例の実行機器とは、互いに独立に設けられる。伝送された脳波情
報は、直接脳波の周波数、振幅、波形等の脳波パラメータであってもよいし、周波数、振
幅、波形等の脳波パラメータに基づいて分割された各種類の脳波の種類識別子であっても
よい。
【００５６】
　目標ユーザの脳波情報を取得する前に、目標機器に接触した対象が目標ユーザであるか
どうかを先に検出し、前記対象が前記目標ユーザであるとき、前記目標ユーザの脳波情報
を取得してもよい。前記目標機器は、本発明の実施例を実行する前記放送機器あるいは前
記制御機器、例えば、快眠音楽を放送する快眠装置、制御機能を有するリモートまくら、
リモコンマットレスあるいはリモコン帽子等であってもよい。前記目標機器は、本発明の
実施例を実行する前記放送機器あるいは前記制御機器に対して互いに独立に設けられて、
ユーザに接触した所定の機器、例えば、マットレス、まくら、ヘッドバンドあるいは帽子
等であってもよい。前記目標機器は、本発明の実施例の実行機器に互いに独立に設けられ
た前記脳波検出機器であってもよい。
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【００５７】
　本発明の実施例では、目標機器に接触した対象が目標ユーザであるかどうかを検出する
ことは、前記対象と前記目標機器との接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメー
タが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断することで実施されてもよい。前記接触
パラメータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満たすとき、前
記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとして特定する。
【００５８】
　その中、以下の方式の１つまたは複数により、前記対象と前記目標機器との接触パラメ
ータのうちの少なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断
することができる。
　第１種方式では、前記接触パラメータが形状を含む場合、内蔵された面積センサにより
前記対象の形状を取得し、前記形状が所定の形状にマッチするとき、検出された形状が対
応する所定の条件を満たすと判定する。
【００５９】
　前記面積センサは、本発明の実施例を実行する前記放送機器あるいは前記制御機器に内
蔵されてもよいし、前記放送機器あるいは前記制御機器とは互いに独立した前記目標機器
に内蔵されてもよいし、他の所定の機器に内蔵されてもよい。例えば、面積センサがマッ
トレスに内蔵され、前記目標機器がまくらであり、面積センサによりマットレスに接触し
た対象の面積を取得し、面積により対象の形状を取得し、当該形状が人の形状にマッチす
れば、検出された形状が対応する所定の条件を満たすと判定し、前記目標機器に接触した
対象を人として特定する。
【００６０】
　第２種方式では、前記接触パラメータが温度を含む場合、内蔵された温度センサにより
前記対象の温度を取得し、前記温度が所定の温度情報にマッチするとき、検出された温度
が対応する所定の条件を満たすと判定する。
【００６１】
　前記温度センサは、本発明の実施例を実行する前記放送機器あるいは前記制御機器に内
蔵されてもよいし、前記放送機器あるいは前記制御機器とは互いに独立した前記目標機器
に内蔵されてもよいし、他の所定の機器に内蔵されてもよい。例えば、温度センサがマッ
トレスに内蔵され、前記目標機器がまくらであり、温度センサにより取得された温度が人
の体温範囲内であれば、検出された形状が対応する所定の条件を満たすと判定し、前記目
標機器に接触した対象を人として特定する。
【００６２】
　第３種方式では、前記接触パラメータが圧力および面積を含む場合、内蔵された面積セ
ンサおよび圧力センサにより前記対象の面積および圧力をそれぞれ取得し、前記圧力と前
記面積の比が所定の密度にマッチするとき、検出された圧力および面積が対応する所定の
条件を満たすと判定する。
【００６３】
　前記面積センサおよび前記圧力センサは、本発明の実施例を実行する前記放送機器ある
いは前記制御機器に内蔵されてもよいし、前記放送機器あるいは前記制御機器とは互いに
独立した前記目標機器に内蔵されてもよいし、他の所定の機器に内蔵されてもよい。
【００６４】
　その中、内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出する方式は、前
記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定することと、前記接触位置に最も近い脳
波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出することとを含んでもよい。接触位置は
、前記目標機器に内蔵された感圧センサによって特定されてもよい。前記接触位置との距
離が最小の脳波センサを介して、より正確な脳波情報を検出でき、放送制御の正確性およ
び有効性がさらに向上する。
【００６５】
　ステップ１０２について、各種の脳波情報と各種の放送制御間との対応関係を予め設定
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し、予め設定された対応関係に基づいて前記脳波情報に対応する放送制御を実行してもよ
い。前記放送制御は、文字、図形、画像、オーディオ、ビデオ、動画等の情報を放送する
放送機器に対する通常制御、例えば、継続放送、切替放送、一時停止、放送ボリュームダ
ウン等を含んでもよい。各種の脳波情報と各種の放送制御間の対応関係は、脳波の周波数
、振幅、波形、種類識別子等の少なくとも１つの脳波パラメータと各種の放送制御間の対
応関係を含む。
【００６６】
　ただし、脳波は、四種類の波、即ち、δ波、θ波、α波およびβ波に分類されてもよい
。対応する前記脳波情報は、δ波の種類識別子、θ波の種類識別子、α波の種類識別子お
よびβ波の種類識別子のうちの少なくとも１つを含んでもよい。
【００６７】
　α波は、健常成人が覚醒・安静・閉眼状態や心地よい状態では多く出現し、その周波数
範囲が８～１３Ｈｚであってもよく、振幅範囲が２０～１００μＶであってもよく、主に
後頭部に分布され、一般的に正弦波状を呈する。α波は、さらに脳発育の成熟または年齢
の変化とともに変化する。小児の場合、脳の発育とともに、α波の数が徐々に増加し、周
波数も徐々に上昇し、成年期に行くと安定し、老年期に行くと波が徐々に遅くなる。
【００６８】
　β波は、緊張および感情が高まるあるいは興奮するときに出現し、その周波数範囲が１
４～３０Ｈｚであってもよく、振幅範囲が５～２０μＶであってもよく、全脳にわたって
もよいが、主に前半球および顳部に分布されている。性別、心理、個性および年齢に関わ
り、女性の場合、男性よりβ波が多く見られ、老人の場合、成人よりβ波が多く見られる
。人の気分が落ち着かないときや、精神安定剤や催眠剤等の薬物を飲んだとき、β波が多
くなり、振幅が高くなる。
【００６９】
　θ波は、疲労状態あるいは寝入り後で出現することが多く、その周波数範囲が４～７Ｈ
ｚであってもよく、振幅範囲が１００～１５０μＶであってもよい。その波は、少年（１
０－１７歳）の脳電図中の主な成分であり、主に児童の頂部および顳部に生成され、小児
から成人にかけて、θ波の数が徐々に減少し、周波数が徐々に増加し、振幅が徐々に低下
する。健常成人の脳電図に少量のθ波のみが出現し、成人が憂鬱、失望および落ち込んだ
ときに２０ｓ近くのθ波も出現し、老年期および病気状況において、θ波は、よく見られ
る波形である。
【００７０】
　δ波は、成人がごく疲労や昏睡状態であり、成人深刻質性脳症状態であり、幼児が知能
発育不全であるときに出現し、その周波数範囲が１－３Ｈｚであってもよく、振幅範囲が
２０～２００μＶであってもよい。δ波も、皮質下小口切り手術が行われた試験動物の脳
に記録され、δ波は、皮質内のみに発生し、脳の低い部位神経に制御されない。
【００７１】
　また、波形が特別な他のＶ波、σ律動波、λ波、κ複合波、μ律動波等を含む正常脳波
が出現してもよい。
【００７２】
　ただし、μ律動波は、８～１２Ｈｚの櫛型律動波であり、一方側の中央部で見られ、両
側の中央部に出現する時に非同期、非対称であってもよい。μ律動波は、開眼のとき消滅
しないが、拳を握ったり（対側）、精神活動および触覚の刺激を受けたりするときに、抑
制されて暫定的に消滅する。健常者、神経症および脳外傷後等に出現可能であり、その意
義がいまだに明確でない。
【００７３】
　頂鋭波（ｖｅｒｔｅｘ ｓｈａｒｐ ｔｒａｎｓｉｅｎｔ）がＶ波（ｈｕｍｐ）と別称し
、浅眠初期において頂部、中央部に同期に出現した陰性の鋭波であり、頂部で一番著しい
。その周波数範囲が３～５Ｈｚであってもよく、振幅範囲が１００～３００μＶであって
もよく、ペアとして出現する時、「ダブルハンプ」と別称する。
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【００７４】
　睡眠紡錘波 （ｓｐｉｎｄｌｅ ｗａｖｅ）がσ律動波（ｓｉｇｍａ ｒｈｙｔｈｍ）と
別称し、成人のσ律動波の周波数範囲が１２～１４Ｈｚであってもよく、小児のσ律動波
の周波数範囲が１０～１２Ｈｚであってもよい。主に頂部/中央部で見られる。小児期に
おいて、σ律動波が左右に同期しなくてもよく、６０歳以後、σ律動波が著しく減少する
か消滅する。σ律動波は、浅眠期での主な脳波標識である。
【００７５】
　Κ複合波（Κ-ｃｏｍｐｌｅｘ）は、頂鋭波とσ律動波とによって構成された複合波で
り、浅眠期において自発的に出現し、または、外部の知覚刺激特に音響刺激に誘導され、
通常は、両側対称で同期に出現する。σは、正常睡眠における覚醒反応である。
【００７６】
　上記脳波から分かるように、本発明の実施例では、目標ユーザの脳波情報を取得する際
、前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメ
ータを取得し、取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波
情報として特定してもよい。周波数、振幅、波形のようなパラメータにより、目標ユーザ
の脳波情報を快速で正確に取得でき、さらに放送制御効率が向上する。
【００７７】
　取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特
定する方式は、取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を所定の第１の関係表か
ら検索することを含んでもよい。前記所定の第１の関係表には、異なる脳波パラメータと
脳波の種類との対応関係が記録されている。
【００７８】
　本発明の実施例では、目標ユーザの脳波情報を取得する際、前記目標ユーザの脳波の周
波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメータを取得し、前記目標ユー
ザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１つの生理パラメータを取得し、取得され
た脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記目標ユーザ
の脳波情報として特定してもよい。周波数、振幅、波形、年齢、性別、健康状態のような
パラメータにより、目標ユーザの脳波情報をより快速で正確に取得できるため、さらに放
送制御効率が向上する。
【００７９】
　取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定する方式は、取得された脳波パラメータと取得された生
理パラメータとに対応する脳波の種類を所定の第２の関係表から検索することを含んでも
よい。前記所定の第２の関係表には、異なる脳波パラメータ、生理パラメータおよび脳波
の種類の対応関係が記録されている。
【００８０】
　例えば、ビデオカメラを介して前記目標ユーザの画像情報を取得し、取得された画像情
報を画像処理し、上記性別および年齢を取得してもよい。前記目標ユーザの画像情報に対
応付けて記憶されたカルテ記録をカルテサーバから取得し、カルテ記録に対して情報抽出
を行うことで、前記目標ユーザの健康状態を生成してもよい。
【００８１】
　本発明の実施例で実行される前記脳波情報に対応する放送制御は、ユーザの脳活動に対
してなされたものであり、ユーザの実施要求を有効に反映でき、ユーザがトリガ操作を実
行することを必要とせずに、脳波情報によりユーザの要望に応じて有効な制御を行うこと
ができるため、放送機器のユーザ体験のレベルおよび知能化レベルが向上する。
【００８２】
　図２に示すように、図２は、一実施例による別の放送制御方法を示すフローチャートで
あり、以下のステップ２０１～２０５を含む。
【００８３】
　ステップ２０１では、目標ユーザの脳波情報を取得する。



(16) JP 6311018 B2 2018.4.11

10

20

30

40

50

【００８４】
　ステップ２０２では、前記脳波情報がβ波あるいはα波の種類識別子である場合、所定
のデータに対する放送を継続する。
【００８５】
　ステップ２０３では、前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記所定のデータ
に対する放送を停止する。
【００８６】
　ステップ２０４では、前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちの
いずれか１つの脳波の種類識別子である場合、前記所定のデータを切り替えるプロンプト
情報を出力する。
【００８７】
　ステップ２０５では、前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちの
いずれか１つの脳波の種類識別子である場合、前記所定のデータに対する放送ボリューム
を下げる。
【００８８】
　本発明の実施例では、異なる脳波の種類について異なる放送制御を実行するため、放送
制御の柔軟性が向上する。
【００８９】
　ただし、前記所定のデータは、文字、図形、画像、オーディオ、ビデオ、動画等の情報
のうちの少なくとも１つの情報であってもよい。例えば、視聴番組に対応するビデオ、オ
ーディオデータであってもよい。前記種類識別子は、各種類の脳波の周波数範囲、振幅範
囲、波形名称または電波名称等であってもよい。
【００９０】
　本発明の実施例では、以下の方式の１つまたは複数により、前記所定のデータを切り替
えるプロンプト情報を出力することができる。
【００９１】
　第１種方式では、前記所定のデータを切り替える音声注意を放送する。前記音声注意は
、放送待ちのデータの音声識別子を含んでもよい。
【００９２】
　第２種方式では、他の所定のデータを含む情報ボックスをポップアップする。
【００９３】
　第３種方式では、各種の放送データを含む放送メニューをトップ表示する。
【００９４】
　本発明の他の実施例では、異なる種類の脳波に基づいて、本発明の実施例と異なる放送
制御を行ってもよい。例えば、脳波がδ波である場合、アラームを放送し、ユーザをウェ
ークアップする。前記脳波がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１
つである場合、前記所定のデータに対する放送を停止し、快眠音楽を放送する。
【００９５】
　図３に示すように、図３は、一実施例による別の放送制御方法を示すフローチャートで
あり、以下のステップ３０１～３０３を含む。
【００９６】
　ステップ３０１では、目標ユーザの脳波情報を取得する。
【００９７】
　ステップ３０２では、前記脳波情報に対応する制御指令を生成する。
【００９８】
　ステップ３０３では、関連する放送機器が前記脳波情報に対応する放送応答を行うよう
にトリガするように、前記制御指令を前記放送機器へ送信する。
【００９９】
　本発明の実施例では、前記脳波情報に対応する制御指令を生成し、関連する放送機器が
前記脳波情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、前記制御指令を前記放
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送機器へ送信するため、異なる放送機器に対して放送制御を行うことができる。
【０１００】
　前記関連する放送機器は、予め設定された制御待ちの機器であってもよい。例えば、前
記目標ユーザあるいは本発明の実施例を実行する制御機器との距離が所定の範囲内である
放送機器であってもよい。
【０１０１】
　ただし、前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデ
ータに対する放送を停止するために用いられる。
【０１０２】
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報
を出力するために用いられる。
【０１０３】
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下
げるために用いられる。
【０１０４】
　本発明の他の実施例では、脳波情報に対応する本発明の上記実施例と異なる制御指令を
生成してもよい。例えば、前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は
、アラームを放送し、ユーザをウェクアップするために用いられる。前記脳波情報がθ波
、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの種類識別子である場合、前記
制御指令は、前記所定のデータに対する放送を停止し、快眠音楽を放送するために用いら
れる。
【０１０５】
　図４に示すように、図４は、一実施例による放送制御の応用場面を示す模式図である。
図４に示すシーンでは、脳波検出機器としてのまくらと、制御機器としてのリモコンと、
放送機器としてのテレビ受像機とを含む。まくらとリモコンとは、無線接続され、無線接
続に基づいて両者の間で情報の伝送およびやり取りを行い、リモコンとテレビ受像機とは
、無線接続され、無線接続に基づいて両者の間で情報の伝送およびやり取りを行う。本実
施例の脳波検出機器がまくらのみを例として説明し、本実施例の制御機器がリモコンのみ
を例として説明し、本実施例の放送機器がテレビ受像機のみを例として説明することが理
解されるべきである。実際の応用では、脳波検出機器が具体的にヘッドバンドまたは帽子
等の他の物品であってもよく、放送機器が具体的にＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍｐｕ
ｔｅｒ、パソコン）あるいはＤＶＤ等の他のデジタル放送端末であってもよく、制御機器
がスマートフォン等のスマート端末であってもよい。
【０１０６】
　図４に示す応用場面では、図４に示すまくらは、まくらに接触した目標ユーザの脳波情
報を検出し、検出された脳波情報を図４に示すリモコンへ送信し、リモコンは、前記脳波
情報に基づいて、前記脳波情報に対応する制御指令を生成し、前記制御指令を図４に示す
テレビ受像機へ送信し、テレビ受像機は、前記脳波情報に対応する放送応答を行ってもよ
い。
【０１０７】
　例えば、脳波情報が脳波の周波数であるとき、リモコンは、脳波の周波数に基づいて脳
波の種類識別子を識別し、さらに前記種類識別子に対応する制御指令を生成し、生成され
た制御指令を前記脳波の周波数に対応する制御指令として図４に示すテレビ受像機へ送信
してもよい。
【０１０８】
　図５に示すように、図５は、一実施例による放送制御の応用場面を示す模式図である。
図５に示すシーンでは、脳波検出機器としてのまくらと、放送機器としてのスマートフォ
ンとを含む。まくらとスマートフォンとは、無線接続され、無線接続に基づいて両者の間
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で情報の伝送およびやり取りを行う。本実施例の脳波検出機器がまくらのみを例として説
明し、本実施例の放送機器がスマートフォンのみを例として説明することが理解されるべ
きである。実際の応用では、脳波検出機器が具体的にヘッドバンドまたは帽子等の他の物
品であってもよく、放送機器が具体的にタブレットＰＣ等の他のスマート端末であっても
よい。
【０１０９】
　図５に示す応用場面では、図５に示すまくらは、まくらに接触した目標ユーザの脳波情
報を検出し、検出された脳波情報を図５に示すスマートフォンへ送信し、スマートフォン
は、前記脳波情報に基づいて、前記脳波情報に対応する放送制御を実行する。
【０１１０】
　例えば、脳波情報が脳波の周波数であるとき、スマートフォンは、脳波の周波数に基づ
いて脳波の種類識別子を識別し、前記種類識別子に対応する放送制御を前記脳波の周波数
に対応する放送制御としてもよい。
【０１１１】
　本発明の他の応用場面では、図５に示すまくらは、まくらに接触した目標ユーザの脳波
情報を検出し、前記脳波情報に基づいて、前記脳波情報に対応する制御指令を生成し、前
記制御指令を放送機器へ送信し、放送機器は、前記制御指令に応答して、前記脳波情報に
対応する放送制御を行ってもよい。
【０１１２】
　例えば、脳波情報が脳波の周波数であるとき、まくらは、脳波の周波数に基づいて脳波
の種類識別子を識別し、さらに前記種類識別子に対応する制御指令を生成し、生成された
制御指令を前記脳波周波数に対応する制御指令として、前記制御指令を放送機器へ送信し
てもよい。
【０１１３】
　上記放送制御方法の実施例に対応し、本発明は、さらに、放送制御装置および対応する
端末の実施例を提供する。
【０１１４】
　図６に示すように、図６は、一実施例による放送制御装置を示すブロック図であり、当
該放送制御装置は、取得手段６１と制御手段６３とを備える。
【０１１５】
　取得手段６１は、目標ユーザの脳波情報を取得するように構成される。
【０１１６】
　制御手段６３は、前記脳波情報に対応する放送制御を実行するように構成される。
【０１１７】
　本発明の実施例では、目標ユーザの脳波情報を取得し、さらに前記脳波情報に対応する
放送制御を実行することで、脳波情報により前記目標ユーザの状態を反映可能であり、ユ
ーザがトリガ操作を実行することを必要とせずに、脳波情報によりユーザの要望に応じて
有効な制御を行うことができるため、ユーザ体験のレベルおよび放送機器の知能化レベル
が向上する。
【０１１８】
　図７に示すように、図７は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック
図である。当該実施例は、上記図６に示す実施例に加えて、取得手段６１が検出手段６１
１と、第１の取得サブ手段６１２とを備えてもよい。
【０１１９】
　ただし、検出手段６１１は、目標機器に接触した対象が目標ユーザであるかどうかを検
出するように構成される。
【０１２０】
　第１の取得サブ手段６１２は、前記対象が前記目標ユーザである場合、前記目標ユーザ
の脳波情報を取得するように構成される。
【０１２１】
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　本発明の実施例では、目標機器に接触した対象が目標ユーザであると検出された後で、
前記目標ユーザの脳波情報を取得することで、無効の対象情報の取得が回避されるため、
放送制御効率が向上する。
【０１２２】
　図８に示すように、図８は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック
図である。当該実施例は、上記図７に示す実施例に加えて、検出手段６１１が判断手段６
１１１と、目標ユーザ特定手段６１１２とを備えてもよい。
【０１２３】
　ただし、判断手段６１１１は、前記対象と前記目標機器との接触パラメータのうちの少
なくとも１つのパラメータが対応する所定の条件を満たすかどうかを判断するように構成
される。
【０１２４】
　目標ユーザ特定手段６１１２は、前記接触パラメータのうちの少なくとも１つのパラメ
ータが対応する所定の条件を満たすとき、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザ
として特定するように構成される。
【０１２５】
　本発明の実施例では、前記目標機器に接触した対象と前記目標機器間の接触パラメータ
を判断することで、前記対象を前記目標ユーザとして快速に特定できるため、放送制御効
率が向上する。
【０１２６】
　図９に示すように、図９は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロック
図である。当該実施例は、上記図８に示す実施例に加えて、判断手段６１１１が第１の検
出サブ手段６１１１１と、第１の判定サブ手段６１１１２と、第２の検出サブ手段６１１
１３と、第２の判定サブ手段６１１１４と、第３の検出サブ手段６１１１５と、第３の判
定サブ手段６１１１６とのうちの少なくとも１セットの検出サブ手段および判定サブ手段
を備えてもよい。例示の便宜上、図９に上記６つのサブ手段を示す。
【０１２７】
　第１の検出サブ手段６１１１１は、前記接触パラメータが形状を含む場合、内蔵された
面積センサにより前記対象の形状を取得するように構成される。
【０１２８】
　第１の判定サブ手段６１１１２は、前記形状が所定の形状にマッチするとき、検出され
た形状が対応する所定の条件を満たすと判定するように構成される。
【０１２９】
　第２の検出サブ手段６１１１３は、前記接触パラメータが温度を含む場合、内蔵された
温度センサにより前記対象の温度を取得するように構成される。
【０１３０】
　第２の判定サブ手段６１１１４は、前記温度が所定の温度情報にマッチするとき、検出
された温度が対応する所定の条件を満たすと判定するように構成される。
【０１３１】
　第３の検出サブ手段６１１１５は、前記接触パラメータが圧力および面積を含む場合、
内蔵された面積センサおよび圧力センサにより前記対象の面積および圧力をそれぞれ取得
するように構成される。
【０１３２】
　第３の判定サブ手段６１１１６は、前記圧力と前記面積の比が所定の密度にマッチする
とき、検出された圧力および面積が対応する所定の条件を満たすと判定するように構成さ
れる。
【０１３３】
　本発明の実施例では、内蔵された面積センサ、圧力センサあるいは温度センサを介して
、前記目標機器に接触した対象を前記目標ユーザとしてより正確で快速に特定できるため
、放送制御効率が向上する。
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【０１３４】
　図１０に示すように、図１０は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図７に示す実施例に加えて、第１の取得サブ手段６１
２が第２の取得サブ手段６１２１を備えてもよい。
【０１３５】
　ただし、第２の取得サブ手段６１２１は、内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザ
の脳波情報を検出するように構成される。
【０１３６】
　本発明の実施例では、内蔵された脳波センサにより前記目標ユーザの脳波情報を検出す
ることで、前記目標ユーザの脳波情報を快速で正確に取得できるため、放送制御の正確性
および有効性が向上する。
【０１３７】
　図１１に示すように、図１１は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図１０に示す実施例に加えて、第２の取得サブ手段６
１２１が位置特定手段６１２１１と、第３の取得サブ手段６１２１２とを備えてもよい。
【０１３８】
　ただし、位置特定手段６１２１１は、前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特
定するように構成される。
【０１３９】
　第３の取得サブ手段６１２１２は、前記接触位置に最も近い脳波センサにより前記目標
ユーザの脳波情報を検出するように構成される。
【０１４０】
　本発明の実施例では、前記目標ユーザと前記目標機器との接触位置を特定した後で、前
記接触位置に最も近い脳波センサを介して、より正確な脳波情報を検出できるため、放送
制御の正確性および有効性がさらに向上する。
【０１４１】
　図１２に示すように、図１２は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図６に示す実施例に加えて、取得手段６１が情報受信
手段６１３を備えてもよい。
【０１４２】
　ただし、情報受信手段６１３は、脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情
報を受信するように構成される。
【０１４３】
　本発明の実施例では、脳波検出機器から伝送された前記目標ユーザの脳波情報を端末で
受信することで、端末が前記目標ユーザの脳波情報を直接検出することを必要とせずに、
異なる目標ユーザの脳波情報を端末で受信できるため、異なる目標ユーザに対する放送制
御を端末で実施できる。
【０１４４】
　図１３に示すように、図１３は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図６に示す実施例に加えて、取得手段６１が第１のパ
ラメータサブ手段６１４と、第１の特定サブ手段６１５とを備えてもよい。
【０１４５】
　ただし、第１のパラメータサブ手段６１４は、前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅お
よび波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメータを取得するように構成される。
【０１４６】
　第１の特定サブ手段６１５は、取得された脳波パラメータに対応する脳波の種類を前記
目標ユーザの脳波情報として特定するように構成される。
【０１４７】
　本発明の実施例では、脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パ
ラメータを取得し、取得された脳波パラメータに対応する脳波信タイプを特定することで
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、目標ユーザの脳波情報を快速で正確に取得でき、さらに放送制御効率が向上する。
【０１４８】
　図１４に示すように、図１４は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図１３に示す実施例に加えて、第１の特定サブ手段６
１５が第１の検索サブ手段６１５１を備えてもよい。
【０１４９】
　ただし、第１の検索サブ手段６１５１は、取得された脳波パラメータに対応する脳波の
種類を所定の第１の関係表から検索するように構成され、前記所定の第１の関係表には、
異なる脳波パラメータと脳波の種類との対応関係が記録されている。
【０１５０】
　本発明の実施例では、異なる脳波パラメータと脳波の種類との対応関係が記録された関
係表により、脳波の種類を快速に特定でき、さらに制御効率が向上する。
【０１５１】
　図１５に示すように、図１５は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図６に示す実施例に加えて、取得手段６１が第２のパ
ラメータサブ手段６１６と、第３のパラメータサブ手段６１７と、第２の特定サブ手段６
１８とを備えてもよい。
【０１５２】
　ただし、第２のパラメータサブ手段６１６は、前記目標ユーザの脳波の周波数、振幅お
よび波形のうちの少なくとも１つの脳波パラメータを取得するように構成される。
【０１５３】
　第３のパラメータサブ手段６１７は、前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの
少なくとも１つの生理パラメータを取得するように構成される。
【０１５４】
　第２の特定サブ手段６１８は、取得された脳波パラメータと取得された生理パラメータ
とに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として特定するように構成される。
【０１５５】
　本発明の実施例では、脳波の周波数、振幅および波形のうちの少なくとも１つの脳波パ
ラメータを取得し、さらに前記目標ユーザの年齢、性別、健康状態のうちの少なくとも１
つの生理パラメータを取得し、最終的に前記少なくとも１つの脳波パラメータと前記少な
くとも１つの生理パラメータとに対応する脳波の種類を前記目標ユーザの脳波情報として
特定するため、目標ユーザの脳波情報をより快速で正確に識別でき、放送制御効率が向上
する。
【０１５６】
　図１６に示すように、図１６は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図１５に示す実施例に加えて、第２の特定サブ手段６
１８が第２の検索サブ手段６１８１を備えてもよい。
【０１５７】
　ただし、第２の検索サブ手段６１８１は、取得された脳波パラメータと取得された生理
パラメータとに対応する脳波の種類を所定の第２の関係表から検索するように構成され、
前記所定の第２の関係表には、異なる脳波パラメータ、生理パラメータおよび脳波の種類
の対応関係が記録されている。
【０１５８】
　本発明の実施例では、異なる脳波パラメータ、生理パラメータと脳波の種類の対応関係
が記録された関係表により、脳波の種類を快速に特定でき、さらに制御効率が向上する。
【０１５９】
　図１７に示すように、図１７は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図６に示す実施例に加えて、制御手段６３が放送継続
サブ手段６３１と、放送停止サブ手段６３２と、プロンプト出力サブ手段６３３と、ボリ
ュームダウンサブ手段６３４とを備えてもよい。
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【０１６０】
　ただし、放送継続サブ手段６３１は、前記脳波情報がβ波あるいはα波の種類識別子で
ある場合、所定のデータに対する放送を継続するように構成される。
【０１６１】
　放送停止サブ手段６３２は、前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記所定の
データに対する放送を停止するように構成される。
【０１６２】
　プロンプト出力サブ手段６３３は、前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡
錘波のうちのいずれか１つの脳波の種類識別子である場合、前記所定のデータを切り替え
るプロンプト情報を出力するように構成される。
【０１６３】
　ボリュームダウンサブ手段６３４は、前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠
紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の種類識別子である場合、前記所定のデータに対する
放送ボリュームを下げるように構成される。
【０１６４】
　本発明の実施例では、異なる脳波の種類について異なる放送制御を実行するため、放送
制御の柔軟性が向上する。
【０１６５】
　図１８に示すように、図１８は、本発明の一実施例による別の放送制御装置を示すブロ
ック図である。当該実施例は、上記図６に示す実施例に加えて、制御手段６３が指令生成
サブ手段６３５と、指令送信サブ手段６３６とを備えてもよい。
【０１６６】
　指令生成サブ手段６３５は、前記脳波情報に対応する制御指令を生成するように構成さ
れる。
【０１６７】
　指令送信サブ手段６３６は、関連する放送機器が前記脳波情報に対応する放送応答を行
うようにトリガするように、前記制御指令を前記放送機器へ送信するように構成される。
【０１６８】
　ただし、前記脳波情報がδ波の種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデ
ータに対する放送を停止するために用いられる。
【０１６９】
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータを切り替えるプロンプト情報
を出力するために用いられる。
【０１７０】
　前記脳波情報がθ波、Ｖ波、Κ複合波および睡眠紡錘波のうちのいずれか１つの脳波の
種類識別子である場合、前記制御指令は、前記所定のデータに対する放送ボリュームを下
げるために用いられる。
【０１７１】
　本発明の実施例では、前記脳波情報に対応する制御指令を生成し、関連する放送機器が
前記脳波情報に対応する放送応答を行うようにトリガするように、前記制御指令を前記放
送機器へ送信するため、異なる放送機器に対して放送制御を行うことができる。
【０１７２】
　上記装置における各モジュールの機能および作用の実現手順の詳細は、上記放送制御方
法における対応するステップの実現手順を参照すればよいため、ここで繰り返し説明しな
い。
【０１７３】
　装置実施例が基本的に方法実施例に対応するため、関連箇所は、方法実施例部分の説明
を参照すればよい。以上に記載の装置実施例は、単なる模式的である。その中の分離部品
として説明された手段は、物理的に離間してもよいし、しなくてもよい。手段として表示
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された部品は、物理手段であってもよいし、でなくてもよい。即ち、１箇所に位置しても
よいし、複数のネットワークセルに分散してもよい。実際の必要に応じて、その中の一部
または全部のモジュールを選択して本発明の目的を達成してもよい。当業者は、進歩性に
値する労働をせずに、理解し実施可能である。
【０１７４】
　それ相応に、本発明は、さらに端末を提供する。当該端末は、プロセッサと、プロセッ
サの実行可能な指令を記憶するためのメモリとを備え、前記プロセッサは、目標ユーザの
脳波情報を取得し、前記脳波情報に対応する放送制御を実行するように構成される。
【０１７５】
　図１９は、一実施例による放送制御のための装置１９００を示す構造模式図である。例
えば、装置１９００は、携帯電話、コンピュータ、デジタル放送端末、メッセージ送受信
機器、ゲームコンソール、タブレットデバイス、医療設備、フィットネス機器、ＰＤＡな
どであってもよい。
【０１７６】
　図１９を参照すると、装置１９００は、処理ユニット１９０２、メモリ１９０４、電源
ユニット１９０６、マルチメディアユニット１９０８、オーディオユニット１９１０、入
力／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース１９１２、センサユニット１９１４、および、通信
ユニット１９１６のうちの１つまたは複数を含んでもよい。
【０１７７】
　処理ユニット１９０２は、通常は、表示、電話発呼、データ通信、カメラ操作および記
録操作に関連する操作のような、装置１９００の全般操作を制御する。処理ユニット１９
０２は、上記方法の全部または一部のステップを実施させるように、指令を実行するため
の１つまたは複数のプロセッサ１９２０を含んでもよい。また、処理ユニット１９０２は
、処理ユニット１９０２と他のユニットとの間の相互作用を容易にするように、１つ又は
複数のモジュールを含んでもよい。例えば、処理ユニット１９０２は、マルチメディアユ
ニット１９０９と処理ユニット１９０２との間の相互作用を容易にするように、マルチメ
ディアモジュールを含んでもよい。
【０１７８】
　メモリ１９０４は、各タイプのデータを記憶して装置１９００での操作をサポートする
ように構成される。これらのデータの例示は、装置１９００で操作するための任意のアプ
リケーションもしくは方法の指令、連絡人データ、電話帳データ、メッセージ、ピクチャ
、ビデオなどを含む。メモリ１９０４は、如何なる種別の揮発性もしくは不揮発性記憶装
置またはそれらの組合せで実現されてもよい。例えば、スタティックランダムアクセスメ
モリ（ＳＲＡＭ）、電気的に消去可能なプログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯ
Ｍ）、消去可能なプログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、プログラマブル読
み出し専用メモリ（ＰＲＯＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気メモリ、フラッシ
ュメモリ、磁気ディスクまたは光ディスクであってもよい。
【０１７９】
　電源ユニット１９０６は、装置１９００のユニットのそれぞれに電力を供給する。電源
ユニット１９０６は、電源管理システム、１つまたは複数の電源、並びに、装置１９００
用の電力を生成、管理および配分するに関する他のユニットを含んでもよい。
【０１８０】
　マルチメディアユニット１９０８は、装置１９００とユーザとの間に1つの出力インタ
ーフェースを供給するスクリーンを含む。一部の実施例では、スクリーンは、液晶ディス
プレイ（ＬＣＤ）およびタッチパネル（ＴＰ）を含んでもよい。スクリーンは、タッチパ
ネルを含む場合、ユーザからの入力信号を受信するように、液晶ディスプレイスクリーン
として実現されてもよい。タッチパネルは、タッチ、スライドおよびタッチパネルでのジ
ェスチャを感知するように、１つまたは複数のタッチセンサを含む。前記タッチセンサは
、タッチあるいはスライド動作の境界を感知するだけではなく、タッチあるいはスライド
操作と関連する継続時間および圧力をさらに検出することができる。一部の実施例では、
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マルチメディアユニット１９０８は、１つのフロントカメラおよび/またはバックカメラ
を含む。装置１９００が操作モード、例えば、撮影モードあるいはビデオモードであると
き、フロントカメラおよび/またはバックカメラは、外部のマルチメディアデータを受信
することができる。フロントカメラおよびバックカメラのそれぞれは、１つの固定の光学
レンズシステムであってもよいし、焦点距離および光学ズーム能力を有するものであって
もよい。
【０１８１】
　オーディオユニット１９１０は、オーディオ信号を出力および/または入力するように
構成される。例えば、オーディオユニット１９１０は、マイク（ＭＩＣ）を備え、装置１
９００が操作モード、例えば、発呼モード、記録モードおよび音声識別モードであるとき
、マイクは、外部オーディオ信号を受信するように構成される。受信されたオーディオ信
号は、さらに、メモリ１９０４に格納される、または、通信ユニット１９１６を介して送
信されることができる。一部の実施例では、オーディオユニット１９１０は、オーディオ
信号を出力するためのスピーカをさらに含む。
【０１８２】
　Ｉ／Ｏインターフェース１９１２は、処理ユニット１９０２とペリフェラルインターフ
ェースモジュールとの間でインターフェースを供給するものであり、上記ペリフェラルイ
ンターフェースモジュールは、キーボード、クリックホイール、ボタンなどであってもよ
い。これらのボタンには、ホームページボタン、ボリュームボタン、起動ボタンおよびロ
ックボタンが含まれてもよいが、それらに限定されない。
【０１８３】
　センサユニット１９１４は、様々な側面での状態推定を装置１９００に供給するための
１つまたは複数のセンサを含む。例えば、センサユニット１９１４は、装置１９００のオ
ン/オフ状態、ユニットの相対位置を検出することができ、ユニットは、例えば、装置１
９００のディスプレイおよびキーパッドである。センサユニット１９１４は、さらに、装
置１９００もしくは装置１９００の１つのユニットの位置変更、ユーザと装置１９００と
の接触の存在もしくは非存在、装置１９００の方位もしくは加速/減速および装置１９０
０の温度変化をさらに検出することができる。センサユニット１９１４は、如何なる物理
的接触もないとき、近辺にある物体の存在を検出するための近接センサを含んでもよい。
センサユニット１９１４は、さらに、イメージングアプリケーションに使用される光セン
サ、例えばＣＭＯＳまたはＣＣＤ画像センサを含んでもよい。一部の実施例では、当該セ
ンサユニット１９１４は、さらに、加速度センサ、ジャイロセンサ、磁気センサ、圧力セ
ンサまたは温度センサを含んでもよい。
【０１８４】
　通信ユニット１９１６は、装置１９００と他の機器間の無線または有線方式の通信がで
きるように構成される。装置１９００は、通信規格に基づく無線ネットワーク、例えば、
ＷｉＦｉ、２Ｇもしくは３Ｇなどの通信規格、またはそれらの組合せに基づく無線ネット
ワークにアクセスすることができる。ある実施例では、通信ユニット１９１６は、外部ブ
ロードキャスト管理システムからのブロードキャスト信号またはブロードキャスト関連情
報をブロードキャストチャネルを介して受信する。ある実施例では、通信ユニット１９１
６は、さらに、短距離通信を容易にするように、ニアフィールド通信（ＮＦＣ）手段を含
む。例えば、ＮＦＣ手段は、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）技術、赤外線データ協会（Ｉｒ
ＤＡ）技術、超広帯域（ＵＷＢ）技術、ブルートゥース（登録商標）（ＢＴ）技術および
他の技術によって実現されてもよい。
【０１８５】
　実施例では、装置１９００は、上記放送制御方法を実行するための１つ又は複数の特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理
デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプ
ロセッサまたは他の電子部品によって実現されてもよい。
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【０１８６】
　当業者は明細書を考慮し、ここに公開された開示を実践した後、本発明の他の実施案を
容易に想到する。本願は、本発明の如何なる変形、用途または適合もカバーすることを意
図する。これらの変形、用途または適合は、本発明の一般的な仕組みに従い、かつ、本発
明に公開されていない当分野における公知常識または慣用技術手段を含む。明細書および
実施例は単なる例示と見なされ、本発明の本当の範囲および思想は添付する特許請求の範
囲によって与えられる。
【０１８７】
　本発明が以上で記載され、且つ図面に示された正確な構造に限定されるものでなく、そ
の要旨を逸脱しない範囲で様々な補正や変更も可能であることは理解されるべきである。
本発明の範囲は、添付する特許請求の範囲のみによって限定される。
【０１８８】
　本発明は、出願番号が２０１５１０５１８４０５.９であり、出願日が２０１５年８月
２１日である中国特許出願を基に提出するものであり、当該中国特許出願の優先権を主張
し、当該中国特許出願の全ての内容は、参照のため本願に援用される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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